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生涯研修プロ グラム　ガ イ ドライ ン解説
産科編

3）CQ406　吸引鉗子分娩

賛育 会病 院 鈴 木 正 明

　本邦における産婦人科医事紛争の なか で，分娩

に伴う新生児異常は
， 約 30％ を占め，偶発事例 中

最も頻度が多 い 領域 である。その ほ とん どは，胎

児心音が 低下 し，急速逐娩 （吸引 ・鉗子分娩）に

て新生児死亡，脳性まひに なっ た事例で ある．し

たが っ て，吸引 ・鉗子分娩の 適応 と要約に熟知 し，

その 手技に習熟する こ とが こ れ ら事故 を防止する

よい 方法で ある と考える。また，吸引 ・鉗子分娩

は一刻 を争 う状況で行 うこ とが多い ．その ため ，

分娩予約時な ど，事前 に書面で ， その 同意を得る

ようにしてお く必要性が ある．

　ガ イ ドライ ン に示 して あるように，吸引分娩術

は初回 カ ッ プ装着か ら複数回吸引手技終了まで の

時間 （総牽引時間）は 20分以内と し，20分を超え

て児娩出に至 らない 場合は，帝王切 開を行 う．ま

た，滑脱回数を含め て，吸引回数 は 5 回 まで とす

る （吸引分娩術回数 5 回以 内ル ール ）．

　一方，鉗子分娩術 は出口部，低在（低位），低い

中在 （中位）にお い て ，かつ ，前方後頭位で 矢状

縫合が縦径 に近い 場合 （母体前後径と児頭矢状径

の なす角度が 45度未満）におい て の 施行を原則と

する．回旋異常に対する鉗子や 高 い 中在 の 鉗子は，

特に本手技 に習熟 した もの が施行また は指導する

こ とが 必 要で ある．鉗子分娩 は適応 と限界 さえ

知 っ て い れ ば安全 に施行で きる もの で ある．その

ため，若い 産科医は，胎児が ど の 程度，下 降 して

い るか を習得す る こ とが重要で ある．

　吸引分娩は鉗子分娩に比較して経腟分娩成功率

は有意に低い が ， 母体の 重篤な産道損傷が有意に

少ない ．吸引と鉗子の優劣につ い て は結論が 出て

お らず ， 当該医師が手馴れ た方法を用い れば良 い ．

吸引の安全性をたかめる ために は ， 鉗子適位に関

する下降度を参考に，吸引適位 に つ い て も今後十

分に検討 を進めて い く必要が ある，

4）CQ404 遷延分娩

と くな が女 性 ク リニ ッ ク 徳 永 昭 輝

　胎児 well
−beingが よ くモ ニ タ

ーされた 分娩で

は
， 遷延分娩が母児に悪影響 を与えるとす る hard

evidence はない ．しか し，分娩管理中の 時々 刻々

と変化す る母児 リス ク に対 して，適切なタイ ミ ン

グ で の 医療介入が必要 となるこ とが少 な くな い ．

遷延分娩 の 原因は多岐にわ た るが ，CQ404 は微弱

陣痛が原 因と考 え られる遷延分娩の み な らず，遷

延分娩が懸念される妊婦へ の 対応 も含ん だ ガ イ ド

ライン となっ て い る．改訂版における重要な点は ，

  薬剤 に よる陣痛促進時は 「子宮収縮剤に よる陣

痛誘発 ・促進に際 して の 留意点 ： 改訂 2011年版

を順守する．合 わせ て，「CQ412 （分娩誘発法）も参

照し，分娩監視装置の 脱着に 関 して は CQ410 を参

照，陣痛促進中に異常心拍数パ タ ーンが 出現 した

場合には，CQ408 を参照 し，陣痛促進薬の 投与継

続の 可否に つ い て検討する．子宮収縮薬の 複数薬

剤同時併用 は行わ な い ［CQ412 参照］，「投 与開始

前か ら分娩監視装置 を装着し，静注する場合 に は

輸液ポ ン プを使用 し， 増量 には 30分以上 の 間隔を

あける こ と，開始時投与速度，増量法 ， ならび に

最高投 与速度に 関して は例外を設けない 」（A ），  

破水時に おける 「臍帯脱出」を避 けるため に，人

工破膜を実施する場合 に は 「児頭 固定確認」後に

行 う（B），   母体 に 38℃ 以上 の発熱が み られる場

合に は連続的胎児心拍数モ ニ ターを行う（CQ304）
（B），  分娩後子宮収縮促 進を 目的 とした プ ロ ス

タグラ ン ジ ン F． の 子 宮筋層局注は ， 原則 と して

行わ ない （A ）とした こ とで ある ．
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